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1　 は じめに

　 『発 災対応型 防 災訓 練」は．住民 同 士、地域内で の

ネッ トワ
ー

ク作 り、そして ソ フ ト面で の 防災対策 に注目

が 集まる今、内容 の マ ン ネ リ化 、 参加者の 減少 ・
高年齢

化 とい う課題 を抱える 「防災訓練」に 対 して 何か改善策

を打ち出 せ な い もの か と して 発案 され た e 街を一
番良 く

知 る住 民 が 企 画 する とい う住 民 の 主体性 に 着目 した訓練

として、阪神 ・淡路大震災 （以下 、阪神大震災｝の 教訓

か ら も実施す る価 値があ る と考え て い る 。

　本報で は、平 成 10年 11月に 墨 田 区京島三 丁目で 実施

した結果 を基 に、こ の 訓練の 概要と特徴 を紹介 し、今後

の 展開へ の 課題に つ い て 考察するこ と とする 。

1−1　 「防災訓練」の現状と課題
（1）　「防災訓練」の 現状

　先般、大規模 な被害 を もた ら した阪神大震災で はハ ー

ド面 の 防 災対 策が 崩 れ 、自衛隊 ・消防 とい っ た公 的機関

に よる活動の 限界 を目の 当た りす る結 果 とな っ た。そ の

中 で 、地域 の 住民や 企業 の 活動 に よ っ て 地域 を延焼火災

か ら守 り、 倒壊建物か ら被害者を救出 したとい う事実が

数多く報告され た 。 こ うした こ とか ら、従来の ハ
ード面

の み の 対策の み ならず、地域コ ミュ ニ テ ィ の よ うなソ フ

ト面 で の 対応も重要視され る動 きが 見えつ つ ある 。

　ソ フ ト面で の 防災対策の 1 つ 「防災訓練」 は、自治体

が 主催 し 自衛隊 や消防 な どが参加 す る 総合型の 訓練と、
町 会などの 自治会が主催 し公園、小学校等で 行 う避難所

型の 訓練 に 大別さ れ る 。 前者は 各関係機関が集結 して 行

う総花的なイベ ン ト的なもの で あ るの に 対 し、後者は地

域住 民 を 中心 に防災器具 の 使い 方や 避難及び避難所で の

生 活 に 焦点が 絞 ら れ て い る。

（2＞　「防 災 訓練 」の 抱 える課 題

　例 えば東京都の 場合 、 町 会が 主 催する 防災 訓練 の ほ と

ん どは 、指導内容 及 び資器材等 を消防署 な ど行 政機関 に

相談 ・依頼 し、当日 は行政側の セ ッ テ ィ ン グの 元 で指導

を受け る とい っ た ものが一般 的で あ る c 地 域 に よ り若干

の 工 夫 は見 られ る もの の 、住 民 が 地域を理 解す る とい う

主旨の もの や 、実際 の 震災時 へ の 応屠 とい っ た実戦的な

要素は な く内容 もマ ン ネ リ化 して い るt／／こ れ は 長年 に

渡 っ て、一
番の 課題 と なっ て きた

　ま た．町会
・自治会 の 役 員は そ の ほ と ん どが 高年 齢 層

で 占め られ て い る。そ の ため ．若い 年齢 層 との 隔 た りが

見 られる だけで な く、その 影響か らか 若い 力 が地域活動

か ら離れ てい る 傾 向 が 伺 え る．》さ らに 核 家 族 化 が 拍 車 を

かけて古 くか ら社会の 中に息づ い て きた 「隣保共助」 の

精神が風前の 灯に なっ て い る所も少なくない n

　単 に
’
方法

’

を習 うだけに とど ま り、しか も参加者 は

体力的に寰 えが隠せ ない 高年齡者 が少数参加 す るだ け．
：
t

こ うした こ と を毎年定9j行事と して 繰り返 すだ けの 「防

災訓練」が、実際 に 阪神大震災の よ うな 災害が 発生 した

際に どこ まで活 か さ れ るの だろ うカ  防 災訓 練 内容 の 抜

本的改 革 は必 要 課題 と して 掲げ ら れ て きた ．

1−2　現在行わ れ て い る 新 しい 防災訓練の手法

　そ の よ う な 中 で、最 近で は 阪神大震災の 教 訓 か らか

様々 な工夫を凝 ら し た防災訓練 が行 わ れ る よ うに な っ た

の は 注 目すべ きこ とであ る。そ れ ら どの訓 練を取 っ て み

て も、実践的な住民訓練 とする た め の 方向徃を見出 そ う

と して い る も の ばか りで あ る。佳 民 が 防 災 訓 練 に 「参

加」す るだ けで な く、企画 な どか ら 「参画 」す る よ うな

訓練 へ と変化 しよ うと して い る の がわ か る ，
　例 えば、足立区で は 足立 区地域 防 災計画の 中 で 「避 萸窪

所 運 営 は 住 民 の 役割 と し、区 は 様 々 な整 備をす る と と も

に 住民の 自主的な 避難所運営会議の 組織支 接」 をす る と

して お り．こ れ に 沿 っ た避難所逮営訓練を行 っ て い る ．，
公 共 団体 が バ ッ ク に つ い た うえで の 住 毘 主 体性 を促す 訓

練で あ る 。ま た、三 重県で は 災害 支 援ボ ラ ン テ ィ ア グ

ルーブK； 自主防災組織の 住 民、行 政 の 防 災機 関 が一緒 に
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な っ て 、地 図 を用 い た ユ ニ
ー

ク な図上訓練 「DIG （＝

Disuster　Imagination　Came）」が実施されて い る 。

　 こ れ らをは じめ、様々 な新 しい 試み が 全国規模 で行 わ

tLて い る 。 それ ぞ れ訓練の ポ イ ン トは異なるが、本訓練

で は 発災直後、各機閲 の 初動体制が整うまで の 間に 焦点

を当て て い る 。 そ の 間に 「自らの 街は自らの 手で 守る」
ため の地 域住 民の 防災行動力を身につ け るこ とを目的と

した、従来 に 比べ て 新 しい ス タイ ル の 防災訓 諌で あ る 。

2 、 『発災対応型防災酬練』とは

2−1　京島地区での訓練概要

　 「発災対応型防災訓練」は従来の 防災訓練の 課題を打

開 し、か つ 宴際の 震災時 に役立つ ような訓練をとい う主

旨の 元で 東京消防庁向島消防 署 （当 時 ：田 ロ 益 之 助署

長〉を中心 に発案された 。 そ して平成 10年 11月、向島
消防署管内に あ る 墨田区京島三 丁目に 在 る町会 で 構成 さ

れ た京島文花連合 町会で 本訓練が 実施 され た 。

　 （1）娼 田区京島三丁 目 とは

　墨田区の ほ ぼ 中央に位置する京島三 了目は同年 3 月末
日に 東京都が発表した 「地震に 関する地域危険度測定調

査結果」 にお い て 総合危険度 1位 とな っ た古い 木造住宅

が 密 集 した地域 で あ る 。 昭和中期頃 に建て られ た木造、
防火造の 個人住宅 や 長屋が多数混在 し、幅 4m 前後 の 邁

路が まるで 葉脈の ように縦横無尽 に走 っ て い る 。

お り、連合町会を中心 に して 熱心 に 防 災対 策 に取 り辛且ん

で きた り しか し．透年高齢化が 進 ん で 地域の 活性化が減’
少 した こ と に 加 え、今 回 の 都の 危険度発表 と その 後の マ

ス コ ミ取 材の 多さを目の 当た りに した住 昆 は さすが に動

揺を隠 しきれ なか e たよ うで ある r、
　 こ の 様な経緯もあ り、兮までの 地域の 防 災対 策 を見直

す意味 で もこ こ を訓練 の 舞台と した 。 今回 は京島三 丁 目

を中心 に 編成 され て い る京 島文花 連 合町会 （5 町 会 260〔｝

世帯 で 簿成）で 大規摸 に実施 した．，

　 （2）概要と訓練想定

　発災対応型防災訓練 につ い て
一
言で 言うと、 『大地震

の 直後、街中 に 同時多発 し た 災害 を初 期の 段 階 で 住 民 の

力だけで対処 する 調練」 と な る、
　被害想定 を普段 生活す る 街中 に 置き、住 み なれ た地 域

や家の 中 に ある も の を フ ル 活用 して 俄害に 対応 し、最終

的 に 地域 の 避難所へ 集まる とい う、発災直後 の 地 域 の 防

災行 動力に 焦点 を絞 っ た地域密着性 の 高い 訓 練で あ る．
全体の流 れ を簡単に示 した もの を Fig．1に 示す。

　こ の 訓1練の 想定 は、 「震災で   火 災、  家屋 倒壊． 
負傷者の 発生とい う被害が多数発生」　「多数の 被害 へ の

対応や 道路 の 障害 に よ り消防車は 到着で きない 亅 とい う

もの で ある e 従 っ て 、消防隊の 活動が 期待で き ない の で

住民が街 を守 らなくて は ならない こ とか ら、地 域の 防 災

行動力 を引 き出 す 狙 い を備 え て い る 。

企 画者 （時間） 訓練参加者

・京島地区の 周辺区域 で 消防車

とパ トカーが 一
斉 に サ イ レ ン を

吹鳴

（⇒ 発災 （訓練開始）の 合図）

9 ：00
・各家庭又 は その 場で 身体防護及 び

安全確認

・以下 の 被害を発生させ る

　 r　
°甲．騨77．

　
．「°．曹

　
．°冒．．°冒響゚閣■凾冒゚

　…
　 3
　1   発 煙筒等 による火 災 を多数

　i発生させ る（パ ネル で 表示）。
　1 実際 にオ イル パ ン を用 い て も　●
　；良い

。

　…
　…

　i  倒壊家屋 ｛模擬）を数 力

　i所発生 させ る 。 廃材 の 下 に

　iは ダミーを置 く。

　…
　1  多数の ケガ人を街中に発生

iさせ る．（パ ネル で 容態 を表

　 1示 ）
　 し璽，噂．響，騨．●・・o幽　 曽●膠・陰　　 o．　 r　 r　　 　　　，

　　 圏

　数分後

■冒●響響冒曹■■膠

　　↑

　 　 こ

　 　 の

　　問

　　約

　 　30
　　分

　　↓

，　喞　■　r　喟　一　，　‘　・　，　ρ

， ， r ，胃pr
・家 の 外 に 出 て 〔又 は付近 の ）発 生

　 して い る被害に 対応する

鑼爨驪 ．靆 戀
難

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

 
’
火 災の 場所 に街 頭設 置 の 消 火 器 ；

や自宅の 消火器を搬送する．一定時 i
問以 内 に 消 火器や水 バ ケ ツ 等が一 i
定数以上 集まれば消火。場合 によっ i
て は バ ケツ リレ ー

を行う。終 了 次第．i
雌 所 へ

・　　　　　 i
　　　　　　　　　　　　　　　；
 

’
救 助資器材等 を用 い て 倒場塚 l　　　　　　　　　　　　　　　I

屋からケガ人を救出するり 応急手 ；

当を して 救護所へ 運ぶ 。　　　　 i
　　　　　　　　　　　　　　　…
 
’
ケガの 容態に応 じた応急手 当を 1

して 救 護所 へ 運 ぶ 。 場合 によっ て は i
撫架を用い て ｛作成して）運 ぶ。　　 ｝

　 ■■■，■■−　　　　　 響　　．冒．gr曹．．匿冒■匿9．9・幽一　，，一　置一F

道路 の 壊滅、家 屋 の 倒 壊 など に

よ る通行 障 害 を設定 。 そ れ ぞ れ

の 障害 に は 誘導人貝を設 け る。
  〜 

終了後

響−
一時 避難所へ 行 き、 家族 や近所の 人の

安全 を確認 した後、通行障害を迂回 し

なが ら広域避難場所 （仮 ：今回 は小学

校 ）へ 避難 す る 。

Fig．1

京島地区 で の 発 災対

応型防災酬練の 流 れ

t．騨■．圏，■「卜，鬩．髄髄．鹽圏．，幽．一龍幽．，一「鹽一「’一．．−Ftr Htttttt
Ii

平成 1°年 11 月 3 日

門閉’°p”
1

，o 訓練開始午前 9時

iO  〜  は 外 に 出 て

　　最 初 に 発見し た も1
　　 の か ら対応す る

　（）各町会 の
一
時避難

　　場 所に災害対策本

　　部 と救護所を設置

　　（企璽薫i｛よ≧＿ ．．1
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2−2　訓練 に 必要 なもの

（1）　 人員の 振 り分け

　この 訓練で は 、 「参加」はもちろ ん訓練想定を住民が

企画する 「参画」をね らい 地域の 主体性を優先して い る 。

　ただ し、今回京島地区で行っ た 訓練は 試験的な意味合

い もあっ た の で 、向島消防署 と連合町会役貝合同の 企画

の もとで 、墨田 区防災課、向島警察署か ら係貝を集め て

行 っ た 。

　〈企画者〉

　　企画する側 は、まず地域の 代表者 を中心 に訓練 を行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　 う地域を把握す る事か ら作業が始ま る。訓練を行う場

　 所は街 の 中で あれ ば広 さは問 わ ない 。 そttを踏まえて、
　  防災器具 ・設備等は どこ に あるの か

　   災害弱者は どこに い るの か

　  酬練の被喜想定 （当日の 係員）は何処 に 置 い た ら

　 　 　 よ い か

　   避難所に住民が集まっ て きた ら ど うする か

　 とい っ た プ ラ ン を立 て て い く。 こ うして 訓練の 準備 を

　 しなが ら街を知っ て い くとい う具合で 、すで に 訓練が

　始まっ てい る と言 っ て も過言で はない
。

　 〈 参加者 〉

　　参加者 は 、 訓練 を行う地域の 住民が対象 となる 。

　　こ の 訓練で は翹迎宜火、 邀幽 、 薩 の 3 つ

　 を行 う。発災の 合図後、安全確認をした後家の 外に 出

　 て 、出会 っ たい ずれか の 被害 に対 し臨機応変 に対応し

　な け れ ば な ら ない 。　（対応 方法 は Fig，1参照 ）

　　当 日は もちろ ん 自宅か ら訓練が始まる の で、参加者

　 は当 日 まで に訓 練 の 内容 を把握 して 心構 え を して い た

　だきた い
。

（2）　 資器材

　この 訓練で は 前述 に ある ように初期消火、救出救助、
応急救護の 3項目に 絞っ て実施する 。

  初期消火 ：火災が発 生 して い る事を示せ れ ば良い 。
　　　　　　　今 回 は 自動車の 非常用発煙簡 （廃棄処分

　　　　　　　す る もの ）とイ ラス トパ ネル を用 い た 。

  救出救助 ；倒壊家屋をイメ
ージ して 、向島消防署に

『

　　　　　　　あ る模擬 倒壊家屋 （2畳 く らい ） を用 い 、
　　　　　　　中 に廃材 を積 み込 ん で ダミ

ー
（訓練用人

　　　　　　　形｝をその 下に 入 れた 。

  応急救旗 ：担架を使 っ て 搬送 しなけれ ばなら ない 傷

　　　　　　　病者は人形で 、，介添えすれ ば歩ける慯病

　　　　　　　者 は係貝が 演 じた 。 ケ ガ の 部位 と容態を

　　　　　　　書い たバ ネル を首か ら下げて い る 。

　さらに 今回 は、建物や電柱な どが倒 れ て通行障害が 発

生 した とい う想定か ら、避難所 （救護所）へ 行 く途中ヘ

バ ネ ル を使 v て 通行障害 を設けた 。 この 場所に は 向島警

察署の 協力から警察官 を張 りつ けた。
　 以 上 の 様 に 、 端的に い うと被害が 発生 して い る こ とが

分か れ ば良い の で 、予 め準備する大掛か りな資器材は ほ

とん どな い 。つ ま り物的な準備が 少 ない 訓練で あ る e 工

夫 を凝 ら して 資器材の 調這も身近 に あ る 物資を活用 した

ほうが準備が容易である 。

3 、訓練の 特徴
　今まで の 防災訓練と大きく異 な る 点は、震災発生 直後

をイ メ
ージ した臨場感あふ れ る もの と し、 「自宅 を一歩

出 たとこ ろが訓練会場」 とい う誰 で も参加 しや す い ス タ

イ ル を取 っ た こ と に あ る 。 さらに、訓練 で 使 う資器材は

実際 の 震災時に活用 す る もの 、
’
街頭設置消 火 器 や、自宅

の 救急箱、そ して自治会等で所有の 救助器具 を用 い る よ

うに した 。 こ うする こ とで 生活に 密着 して い る防 災器具，
震災へ の 備えの 確認、及び そ れ らの 活用 方法 に つ い て 体

で学ぶ こ とで きるの で あ る t，
　本 訓練 の 大きな特徴を挙げ る と

  住民主体性 の ある訓練

　　企画 iJ｛　5想 定の 作成まで 地元住民 が 「参画」 した訓

　練が で きる の で 、行 政 に 依存 しない 住民主体性の あ る

　訓練が期待 で きる 。 また 、地元 を知 り尽 くして い る 入

　が想 定する た め、実施す る地 域の 危険性 に よ’
」 て オ リ

　 ジ ナリテ ィ がある訓鰾を企画す る事が 期待…で きる t：t

　  実践的か つ イ メージ しや す い

　　 こ の 訓練は、震災直後 「街の どこ で 何の 被害が発生

　 して い るかわか ら ない 」とい う従来の よ うなシ ナ リ 4
　 の 無い リア ル な訓練で あ る t）さ らに 災害対応の た め に

　使用す る資器材   火器等1 を消防署が 提供 して 行う
’
訓練 とは違 い ．災害時同様身近に ある 防 災設備をフ ル

　活用す る とい う、非常に 実践的な もの に なっ て い る。
　　 さ らに 、 公 園な どで は な く生 活に 近い 場所で被害 を

　 発 生 させ る事で 発 災直後の 市街地災害をイ メ
ージ させ、

　何が起 こるか分か らない 震災の 大惨事へ の 心構えを意

　識させ る こ と を期待して い る一：
　  　酬練時間が短い

　　従来の ように、貴重な休 日を半 日以上潰すの で はな

　 く、短時間で 行 え効率良 く実施 ・参加で きる簡便 さが

　あ るの で、訓練参加 率の 向上 が期 待 で きる．
；
．また、他

　 の 訓練 と組み 合わ せ る事 が で きる の で ，幅の 広い 防 災

　訓練へ と展開可能 で あるピ 今回は発災対応型訓練 の 緩、
　避難 場所へ の避難誘導訓練、小学校で の 避難所開設訓

　 練な どを併せ て実 施 する箏 が で き鵡

4 、墨 田区京島地 区での 実施結果
　平成 10年 11月 3 日墨 田 区京島地 区で 訓練を実施 した

当日は、参加者 が約 831〕人 （新聞報道 に よ る ｝ と例 年の

3 倍以 上 とな っ た 。 こ の 際 ．参加者に 対 し、無 作為 に ア

ン ケート調査を実施した。 」31 名にア ン ケート調査を実

施 し た結果 が Fig．2 で ある。
　総括する と、本訓 練 は概 ね好評 だ っ た と言え る ゆ 初の

試み とい う事 もあ っ て 、実施前 は 住 民 か ら不安 の 声 もあ

が っ た が 、 訓練内容 を 3 項目に絞 っ た ため、難しくは な

か っ た との 意見が多か っ た 1） 訓練実施中に お い て は、例

えば消火器の 位置が わか らず右往左往す る 場 面も見 られ

たが、係員からの ア ドバ イ．ス があ っ た り、参加者同士が

声 を掛 け合い 協力 し合 う姿が見 ら れた 。

　参加者の 年齡層も多岐 に渡っ て お りい わ ゆ る働 き盛 殍

とい われ る 30代一・40 代、さらに 20代 以 下の 参加者が 例

年よ り格段 に 多か っ た こ と は非常に 喜 ば しい 事で あ っ た t’
親子揃 っ て訓練 に参加す る姿 も数多く見 られ た．：
さらに、こ の 訓練を行 っ た 結果、 「消火器の 設置位置が

高すぎる亅、 「消火 器が 壊れ て い る」、 「救助資器 材が

重過 ぎて 運べ ない 亅 な ど従 来 の 防災訓 練 で は 見 えて こ な

か っ た常備防災設 備 の 問題 点が参加 住民 か らの 意見で

次 々 と明 らか に な り、墨 田区で は 防災体 制 の 兇 直 しが 検

討 され た と報道 され て い る 。 ま た 今年 （平 成 1） 年1 も

京島地区をは じめとしたそ の 周辺 地区で 本訓練を実施す

る計画が立 て られ て い る‘
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5 、 ま とめ と今後の 課題
　京島地区で 実施 した本訓練は 当 日前後から各報道機関

に取 り上 げられ 、 笶施か ら i年近 く経つ 現在 も都内をは

じめ、全 国各地 で 注 目 を集め て い る。また既 に 実施 した

地域団体も数多く存在 し、概ね 好評を博 して い る 。 最近

で は、平成 11年 9月 に京都市 で大 規 模 な発 災対 応 型 訓

練が実施さ れ、およそ 16，000人 の 住民の 参加があ っ た

と報道され た 。

　阪神大震災は様 々 な教訓をもた ら したが、中で も一人
一

人の 住民が 「自分 の 身 を守 るの は 先ず 自分 自身 で あ

る」 とい う意識 を持 つ 事 の 重要性 を学 ん だ 。 ア メ リカ で

は小 学校 の カ リキ ュ ラ ム か ら消火訓練、応急手当、CPR
を取 り入れ て い た り、消防活動 は ボ ラ ン テ ィ ア に 委ね ら

れ て い る州 もあ る とい う。 当然、住民 の 意識は高く市民

の 災害時の 行動力 は Northridge地震の 記録などを見 る

と一目瞭然で ある 。

　今回報告 したこ の実践的な訓練は、住民一人一人 の 自
覚 と地域 の 防災意識を高め る とい う近年の 調 練 に 課せ ら

れ た課題 に対する手が か り とな る こ とが、現在も全国的

に注目を集め る 要 因の 一つ で は ない か と考えて い る 。

　また今回訓練 を実施す る に お い て、仮の 広域避難場所

となる小学校を訓練当日 （当 日は祝 日）に登校日 に して

は どうかとい う案も挙が o た e こ れ は前述 の アメ リ カ の

事例 の よ うに 、　「防災」 とい うカ テ ゴ リー
の 教育も学校

カ リキ ュ ラ ム の 中 に取 り入 れ る ような柔軟な姿勢が 必要
で は ない かとの 提言を参考 に して の 案 で あっ た 。 この よ

うに各地域団体 だ けに留まらず、学校などで も 「防災教

育」の 中 に 本 訓 練 を取 り入 れて 実施 した り、また 参加 し

た家族の 中で あ らため て話す場を設けたりするなどして、
今後の 防災意識 の 啓蒙、防災教育の 促進に 役立つ 手法 と

して の 活用 も期待 して い きた い
。

　今後 の 課題 として は 、従来まで に多くの 地方団体が

行っ て きた訓1練とは実施ス タ イル が か な り異な り、また

内容の理解に も時聞を要する ため、柔軟な姿勢で 望まな

い 限りこ の 訓練 が広 く受け入れ られ るこ とが難 しい とい

うこ とが挙げ られ る。また、実施 に際 し、住 宅 地の 中 を

会 場 とす る の で 、住 民の 理解 と周知徹底が 問遐 とな る 。

っ まり、広報活動が重要 になっ て くる 。 今後の 展開及び

普及 を考え る と 、 京島地区で 実施 した 訓練ス タ イ ル の 応

用及び簡纂化と．訓練 マ ニ ュ ア ル の 作成が早急の 課題 で

ある 。

　全 く新 しい ス タ イ ル の この 訓 練が どこ まで受け入 れ ら

れ る か は まだ未知数だが、今後 ますます広 く展 開 され将

来 的 に 震 災 時 に被害を軽減する原動力 とな る事 を願 っ て

い る e
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